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近世京都の雑色は、所司代。町奉行の下にあつて、町代と並ぶ行政の支柱となった役人であつた

が、とくに警察権の行使にあたった点で注目される。上雑色・下雑色・見座。中座の組織をもち、悲田

院年寄・繊多年寄を支配した。本記録は上雑色五十嵐氏の諸記録と、下雑色小島氏の留書 (日 記 )

をおさめたもので、「雑色要録」の久落部分をみたすとともに、牢屋敷における日常の生活・管理の

様子を具体的にうかがうことのできる第一級の史料である。

◎京都大学史料叢書◎

第 1巻 ISBN4-7842-1133-0

小島氏留書1 文政5。 12・ 13年

天保 8年
]ム 化 3 ・ 4年

第 2巻 ISBN4-7842-1135-7

小島氏留書2 弘化 5年 (嘉永元年)

嘉永 2年
安政 4年

第 3巻  【2012年 6月刊行予定】
ISBN978-4-7842-1627-7

小 島 氏 留 書 3 安政 5年

五 十 嵐 氏記 録

洛中下賜銀井雑色参内供奉覚書

雑色警固覚書

知行米納庭帳

雑色要録稿本

金棒由緒井制禁覚書

年貢米・地日米覚書

刑法官勤書  ほか
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京都雑色記録①

発 行 :思 文 閣 出 版

京都雑色記録②

□書店経由 (こ のちらしを書店にお渡 し下さい)

□代  引 (書籍代十送料を現品と引き替えにお支払い)

〒605-0089 京都市東山区元町355 TEL075‐ 75卜 1781 FAX075‐ 752‐0723
h中 :〃山 Shibunkaku∞ jp/c‐m五1,ubひ hibunkaku,cojp

京都雑色記録③
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本体141000円 (税別) ISBN4-7842-1135-7

本体14,000円 (税別) ISBN978-4-7842-1627-7

(京都 取引コー ド 3402)

書店番線印



京都冷泉町文書 [全6巻・別巻1巻 ]

京都冷泉町文書研究会編

16世紀後半 (天正10年)か ら明治3年 (1870年 )ま で切れ目なく残存して
いる個別町の稀有な史料集。その全内容を編年によつて収める。近世
における都市史・社会構造史研究の基本史料。別巻には解題・史料目
録・参考史料を収録。※分売可
レA5判・平均450頁/揃定価97,650円

隔 東 記 [全7巻:本篇6巻。総索弓11巻 ]

赤松俊秀校訂
近世文化揺笠期の社会相を知る最重要史料である、金閣鹿苑寺住持鳳
林承章自筆の日記『隔寅記』を活字化。17世紀中頃の政治。経済・社会
・文芸において必読の一lgt記録。鹿苑寺が公刊後、思文閣にて復刻し
たが品切れとなり、総索引刊行を機にと全 7巻セットとして復刊。
レA5判・総5130頁/定価73,500円         ISBN4-7842-1311-2

佐治重賢氏所蔵小堀政一関係文書
佐治家文書研究会編

佐治重賢氏所蔵文書 (総点数7000点 )の うち、特に近世前期政治史に重
要な位置を占め、また茶人としても著名な小堀政― (遠州)に関わる文
書を二部構成で翻刻・収載。国奉行・代官の史料としては希有のもの
であり、茶人としての政―を知るうえでの豊かな情報を含んでおり、
近世初期の政治史研究さらには文化史研究の必須史料。
レA5判 。390頁/定価9,240円          ISBN4-7842-0021-2

近世長崎・対外関係史料
太田勝也編

「長崎御役所留」(国立公文書館内閣文庫所蔵)。 「長崎諸事覚書」(同左)

。「長崎記」(東北大学附属図書館狩野文庫所蔵)。 「長崎旧記」(筑波大
学附属図書館所蔵)の 4点を収める。「長崎御役所留」は、長崎奉行所に
受け継がれてきた文書・記録類の編纂物であるが、この現存史料とし
ては唯―の第一級史料。
レA5判・728頁/定価16,800円        ISBN978-牛 7842-1362-7

近世京都の都市と民衆
鎌田道隆書                思文閣史学叢書

著者が京都市史編纂所時代におこなった京都市内全域の旧家・会所 。

小社寺などの民間史料調査をもとに、戦国から幕末維新までの京都都
市論を展開
【内容】近世統一権力と民衆/近世都市と市民生活/政治・都市・市

民など
レA5判・808頁/定価8,190円           ISBN牛 7842-1034-2

近世長崎司法制度の研究
安高啓明著

江戸時代における長崎奉行所で構築されていた司法制度のもとでの、
長崎奉行の司法的権限に迫つた一書。また法の浸透過程と受容した長
崎奉行所の法体系を見出し、判例集 「犯科帳」から当時犯罪に関与し
た人間模様、裁判の実相を明らかにする。
レA5判・504頁/定価5,985円        ISBN978-4-7842-1477-8

熊本藩の地域社会と行政 近代社会形成の起点
吉村豊雄・三澤純・稲葉継陽編

永青文庫細川家文書に大量に残された地方行政記録綴 「覚帳」や、村
役人層をはじめとする住民の評価・褒賞記録綴 「町在」の系統的分析
を行 うことで、19世紀段階の近世行政システムの全容を解明し、さら
にそれらが近代社会の成立や地域の近代化にとつて、どのような前提
条件を提供することになつたのかを明らかにする。
レA5判・420頁 /定価9,450円         ISBN978-4-7842-1458-7

近世史小論集 古文書と共に
藤井譲治著

日本近世政治史研究の泰斗である著者が、研究をはじめたころからご
く近年にいたる間に書いた小論のうち、あまり目にとまらないところ
に収められたもの、人手の困難なものの中で著者の主要な研究の前提、
あるいはその後の展開にかかわる論考を集めた。約40年におよぶ研究
の軌跡を振り返る。
レA5判 '464頁/定価6,300円        ISBN978-4-7842-1621-5

思文闇出版既刊図書案内

相国寺蔵 西 笑 和 尚 文 案 自慶長二年至慶長十二年
伊藤真8召・上田純―・原田正俊・秋宗康子編
豊臣秀吉・徳川家康のブレーンとして、寺社政策・外交政策に辣腕を
発揮した相国寺中興の祖・西笑承兌の発給した書状の案文をまとめた

『西笑和尚文案』全10冊 を、紙背文書も含め初めて活宇化。さらに、

『鹿苑日録』の原本の一部『文禄中日記』と、西笑承兌が活躍した時
期の「相国寺本坊文書」をあわせて翻刻。
レA5判・396頁/定価7.350円        ISBN978-4-7842-1343-6

隔東記 総索引
『隔真記』研究会編

『隔東記』(全6巻)の情報を人名・事項・社寺名・地名の4分類に分けて
編集。人名索引では、別称・異称・官位官職・寺院名・姻戚・師弟関係・居
住地などや鳳林・校注者の誤りなどを併記し、事項索引には、陶磁器・

園芸・建築・書画などの諸分野の項目を収録。
レA5判・760頁/定価14,700円          ISBN4-7842-1312-0

飛脚問屋井野口屋記録 [全4巻 ]

渡渥忠司・徳永光俊編

尾張領内と京都・江戸・大坂を中心に各地域を結ぶ尾州の飛脚問屋井
野口屋の記録で、享保8年～天保14年までの全33冊 よりなる。飛脚問
屋の営業規則や飛脚人夫の雇い方、飛脚賃、飛脚経路などや、藩主・

家臣との間での飛脚の認可・契約の証文など、その内容は多彩であり、
近世における交通・通信史の基本史料。
レA5判 。平均450頁 /揃定価42,630円

黒正巌著作集 陰7巻 ]

黒正駁著作集編集委員会編

全 7巻構成で1920～40年代に展開された黒正史学の全貌を明らかにす
る。【内容】第 1巻 百姓一揆の研究/第 2巻 百姓一検論/第 3巻 岡
山藩の研究/第 4巻 社会経済史の研究/第 5巻 経済地理学の研究/
第 6巻 日本経済史/第 7巻 農史の研究、年譜 。著作目録

"A5判
・総2800頁 /定価58,800円        ISBN4-7842-1122-5

※幕藩権力と寺院・門跡
柚田善雄書               思文閣史学叢書

宗派・教団単位に考察されてきた従来の研究に対し、中世寺社勢力の

中心であった顕密系寺院の近世的あり方を分析することによつて、江
戸幕府の寺院行政の展開をより明瞭に解明。さらに、旧寺社権門の頂
点に位置した門跡を分析対象とし、近世における門跡制の特質を明ら
かにする。
レA5判 。320頁/定価7,560円          ISBN4-7842-1166-7

長崎奉行の研究
鈴木康〒署

17世紀後期から18世紀中期の約100年間の、長崎奉行の職掌や幕府内
における長崎奉行の位置づけの変化、そして長崎奉行自体の特質が変
質してゆく状況を解明し、その背景となる幕府の経済政策の推移や、
日本側の外国人に対する意識の変化などについても考察を加える。
レA5判・420頁/定価6,510円         ISBN978-4-7842-1339-9

徳川将軍家領知宛行制の研究
藤井譲治著               思文閣史学叢書

近世社会、特に領主社会での徳)ll将軍家と大名との関係を成立させる

領知制。本書はその領知制を基礎のところで成立させている領知朱印

状そのものに注目し、徳)II将軍家の領知宛行制の形成過程とその特質
を明らかにする。各章末に領知朱印状の一覧を付す。
>A5判。412頁 /定価7,875円         ISBN978-4-7842-1431-0

織豊期主要人物居所集成
藤井誤治編

織豊期を生きた政治的主要人物 (有力大名、僧侶 。文化人、公家など)

総勢25名 の移りゆく居所の情報を編年でまとめた研究者・歴史愛好家
必携の書 !! 辞書的な利用はもちろん、通覧すれば秀吉の天下統一

の道程や戦国武将の動静、同時代人たちの交流を詳細に追える。
>B5判。476頁 /定価7,140円         ISBN978-4-7842-1579-9

示定価 は5%税込

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載 した広報誌 1鴨 東通信Jを 年 4回 無料でお送 りしています (

話・fax・ Eメ ールでお申 し込み下 さい.※ 印の書籍は外函・カバーに汚れ・傷みがごさいます


